
委 員 会 報 告
● 総務常任委員会
● 文教厚生常任委員会
● 建設経済常任委員会

各常任委員会では、３月定例会で付託になった議案・陳情について審査を行いました。

総
務
常
任
委
員
会（

山
田
義
盛
委
員
長
）

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ

受
信
機
の
配
布
戸
数
と
配

布
方
法
は
。

　

受
信
機
は
１
万
８
０

０
０
個
を
購
入
し
た
。
自

治
会
加
入
者
は
自
治
会
長

に
配
布
を
お
願
い
し
て
い

る
。

　

開
局
の
予
定
日
は
い

つ
か
。

　

４
月
29
日
開
局
を
目

指
し
て
い
る
。

　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

の
焼
却
燃
料
費
が
大
幅
な

減
額
に
な
っ
て
い
る
。
原

因
は
何
か
。

　

燃
料
の
Ａ
重
油
の
価

格
下
落
と
、
１
号
炉
が
約

２
カ
月
止
ま
っ
た
の
が
要

因
で
あ
る
。

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
の

申
請
状
況
は
ど
う
か
。

　

２
月
25
日
現
在
、
１

７
０
４
件
の
申
請
者
数
で

あ
る
。

　

今
後
、
合
併
市
町
村

に
対
す
る
交
付
税
が
減
額

さ
れ
る
が
、
影
響
額
は
ど

れ
く
ら
い
か
。

　

特
例
分
が
５
年
間
で

４
億
３
０
０
０
万
円
程
度

減
る
見
通
し
で
あ
る
。

　

自
主
防
災
組
織
の
充

実
を
図
る
た
め
危
機
管
理

監
を
設
置
す
る
と
あ
る

が
、
ど
の
よ
う
な
人
物
を

考
え
て
い
る
の
か
。

　

退
職
自
衛
官
を
採
用

す
る
予
定
で
あ
る
。
消
防

防
災
係
に
配
置
し
て
、
非

常
勤
職
員
と
し
て
月
20
日

程
度
を
考
え
て
い
る
。

　

財
部
中
央
分
団
詰
所

敷
地
用
地
の
予
定
地
は
ど

こ
か
。

　

財
部
駅
前
の
旧
大
丸

跡
地
で
あ
る
。

　

分
団
詰
所
用
地
と
し

て
は
広
す
ぎ
る
の
で
は
な

い
か
。

　

曽
於
消
防
署
の
財
部

分
署
が
老
朽
化
し
て
い
る

の
で
、
分
団
詰
所
に
隣
接

し
て
分
署
を
移
設
し
た

い
。　

今
回
の
用
地
購
入

は
計
画
に
基
づ
い
た
先
行

取
得
と
い
う
事
は
理
解
す

る
。
今
後
は
丁
寧
な
説
明

と
図
面
等
の
資
料
は
最
初

か
ら
提
出
す
べ
き
で
あ
る
。

　

宅
地
分
譲
整
備
事
業

は
、
市
街
地
で
空
い
て
い

る
土
地
が
見
ら
れ
る
。
場

所
選
定
に
は
従
来
の
概
念

を
捨
て
て
、
町
の
振
興
を

考
え
て
み
た
ら
ど
う
か
。

　

価
格
と
工
事
費
が
折

り
合
う
の
か
を
含
め
て
、

農
地
に
限
ら
ず
色
々
な
と

こ
ろ
を
探
し
た
い
。

　

店
舗
新
築
・
改
築
補

助
金
は
駐
車
場
と
か
備
品

等
も
対
象
と
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

　

今
回
は
建
物
に
付
随

す
る
も
の
を
計
上
し
た
。

　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

の
基
幹
改
良
工
事
の
工
程

は
。

　

平
成
29
年
度
後
半
に

着
工
し
て
、
２
号
炉
を
稼

働
さ
せ
な
が
ら
、
１
号
炉

を
改
修
し
、
次
に
２
号
炉

を
改
修
す
れ
ば
、
平
成
32

年
３
月
末
に
は
改
修
を
終

え
る
予
定
で
あ
る
。

　

焼
却
で
き
な
い
ご
み

は
ど
う
す
る
の
か
。

　

焼
却
で
き
な
い
ご
み

２
千
ト
ン
か
ら
３
千
ト
ン

位
を
、
大
隅
の
最
終
処
分

場
へ
搬
入
す
る
予
定
で
あ

る
。
こ
れ
に
伴
い
、
今
年

度
よ
り
コ
ン
ポ
ス
ト
な
ど

の
生
ご
み
処
理
器
を
購
入

し
た
時
の
補
助
金
制
度
を

導
入
し
た
。

☆
平
成
27
年
度
曽
於
市

　

 

一
般
会
計
補
正
予
算

　
（
所
管
分
）

☆
平
成
28
年
度
曽
於
市

　

 

一
般
会
計
予
算

　
（
所
管
分
）

財部中央分団詰所建設予定地
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文
教
厚
生
常
任
委
員
会

（
徳
峰
一
成
委
員
長
）

☆
所
管
事
務
調
査

　

 （
調
査
事
項
）学
校
教
育
、

特
定
教
育
保
育
施
策
に

関
す
る
調
査

○
笠
木
小
学
校　

　

学
力
は
、
高
学
年
は
高

い
が
低
学
年
は
県
平
均
を

下
回
っ
て
お
り
、
今
後
の

取
り
組
む
べ
き
課
題
で
あ

る
。
土
曜
日
の
学
習
は
、

地
域
住
民
と
の
交
流
や
社

会
学
習
を
行
っ
て
い
る
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。

○
大
隅
北
小
学
校

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し

た
授
業
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
表
現
力
に
乏
し
く
、

自
分
の
言
葉
で
考
え
方
や

思
い
を
伝
え
る
こ
と
が
苦

手
な
児
童
が
い
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
こ
と
の
指
導
に

力
を
い
れ
る
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

○
中
谷
小
学
校　

　

地
域
全
体
で
学
校
を
盛

り
上
げ
る
姿
勢
が
感
じ
ら

れ
た
。
土
曜
日
の
学
習

は
、
そ
ば
刈
り
な
ど
の
体

験
学
習
、
基
礎
学
力
の
向

上
に
力
を
入
れ
て
い
る
と

の
説
明
で
あ
っ
た
。

○
諏
訪
小
学
校

　

学
力
向
上
で
は
、
弱
い

と
さ
れ
る
国
語
に
力
を
入

れ
て
お
り
、
そ
の
効
果
は

上
が
っ
て
い
る
。
土
曜
日

の
学
習
は
、
１
時
間
は
学

力
向
上
、
残
り
の
２
〜
３

時
間
は
体
験
学
習
に
充
て

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。

○
し
ゃ
ら
こ
ど
も
園

　

市
内
の
子
ど
も
は
減
少

し
て
い
る
が
、
共
働
き
家

庭
の
増
加
に
伴
い
、
こ
ど

も
園
へ
の
入
所
希
望
者
が

増
加
傾
向
に
あ
り
、
し
ゃ

ら
こ
ど
も
園
は
、
今
後
も

更
に
父
母
や
こ
ど
も
の
期

待
に
応
え
る
保
育
運
営
を

進
め
て
い
き
た
い
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。

（
１
）児
童
数
を
確
保
す
る

に
は
、
地
域
振
興
住
宅
を

は
じ
め
住
宅
政
策
が
非
常

に
大
事
で
あ
る
。

（
２
）洋
式
ト
イ
レ
や
空
調

機
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い

学
校
は
早
期
に
改
善
さ
れ

る
こ
と
。

（
３
）少
子
化
対
策
と
し
て
、

旧
末
吉
町
内
に
あ
る
幼
児

学
園
と
の
情
報
交
換
等
の

連
携
が
大
事
で
あ
る
。

　

そ
お
生
き
い
き
健
康

セ
ン
タ
ー
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
室
は
利
用
者
が
多
い
。

や
ご
ろ
う
の
里
に
も
広
げ

ら
れ
な
い
か
。

　

分
散
が
可
能
で
あ
る

か
、
検
討
し
た
い
。

　

岩
川
小
学
校
の
移
転
、

改
築
の
今
後
の
見
通
し
は
。

　

岩
川
高
校
跡
地
に
移

転
す
る
方
向
で
県
と
の
交

渉
を
進
め
、
今
年
の
夏
か

秋
ま
で
に
は
住
民
説
明
会

が
で
き
る
よ
う
取
り
組
み

た
い
。

　

財
部
地
区
は
小
学
生

を
対
象
に
通
学
バ
ス
を
運

行
し
て
い
る
。
末
吉
、
大

隅
地
区
に
も
検
討
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

　

今
後
、検
討
を
進
め
、

教
育
委
員
会
の
方
針
を
議

会
に
示
し
た
い
。

　

学
力
向
上
や
授
業
に

つ
い
て
い
け
な
い
子
ど
も
、

さ
ら
に
不
登
校
対
策
に
つ

い
て
は
。

　

来
年
度
か
ら
適
応
指

導
教
室
指
導
員
を
１
名
か

ら
２
名
に
増
や
し
、
さ
ら

に
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
と
連
携
を
深
め

対
応
し
た
い
。
学
力
向
上

で
は
、
専
門
指
導
員
の
協

力
で
、
理
科
、
数
学
に
力

を
入
れ
た
い
。

　

曽
於
医
師
会
立
病

院
の
移
転
問
題
は
、
地
域

医
療
を
守
る
立
場
で
、
市

は
も
っ
と
積
極
的
に
対
応

さ
れ
た
い
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
が
高

齢
者
の
見
守
り
対
策
と
し

て
、
在
宅
福
祉
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
が
、
市
は
連
携
し

て
も
っ
と
力
を
入
れ
ら
れ

た
い
。

　

平
成
28
年
度
は
国
の

前
期
高
齢
者
交
付
金
が
２

億
９
千
万
円
カ
ッ
ト
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
、

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

に
一
般
会
計
か
ら
２
億
５

千
万
円
の
繰
り
入
れ
を
お

こ
な
っ
て
い
る
理
由
の
ひ

と
つ
と
な
っ
て
い
る
。
曽

於
市
の
医
療
費
抑
制
の
取

り
組
み
が
、
交
付
金
に
は

ま
っ
た
く
反
映
さ
れ
て
い

な
い
で
は
な
い
か
。
市
は

国
に
対
し
て
、
交
付
金
制

度
に
つ
い
て
見
直
し
を
求

め
て
い
く
べ
き
で
は
な
い

か
。

　

指
摘
さ
れ
た
点
は
、

今
後
、
勉
強
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
。

　

65
歳
以
下
の
被
保

険
者
の
温
泉
保
養
券
は
、

平
成
26
年
10
月
か
ら
発
行

さ
れ
て
い
な
い
。
長
年
続

い
た
よ
い
制
度
で
あ
り
、

予
算
的
に
も
年
間
２
百
数

十
万
円
で
対
応
で
き
る
は

ず
で
あ
る
。

　

文
教
厚
生
委
員
会
の
集

約
さ
れ
た
意
見
と
し
て
、

今
後
65
歳
以
下
の
被
保
険

者
に
も
温
泉
保
養
券
を
発

行
さ
れ
た
い
。

☆ 

平
成
28
年
度
曽
於
市

国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
予
算

やごろうの里の有効利用を

☆ 
平
成
28
年
度
曽
於
市

　
一
般
会
計
予
算（
所
管
分
）
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建
設
経
済
常
任
委
員
会

（
伊
地
知
厚
仁
委
員
長
）

平
成
28
年
度
よ
り
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
も
そ
お
生
き

い
き
健
康
セ
ン
タ
ー
内
に

移
設
す
る
な
ど
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
場
利
用
者
の

駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
で

き
る
の
か
、
今
後
の
推
移

を
見
て
検
討
す
べ
き
と
あ

る
。

　

大
隅
弥
五
郎
伝
説
の

里
は
施
設
を
含
め
た
全
体

が
都
市
公
園
と
な
る
の
か
。

ま
た
、
二
つ
の
公
園
（
も

う
一
つ
は
新
た
に
整
備
し

た
下
窪
公
園
）
を
都
市

公
園
と
す
る
こ
と
で
、
メ

リ
ッ
ト
は
あ
る
の
か
。

　

道
の
駅
や
健
康
ふ
れ

あ
い
館
等
の
施
設
を
除
く

部
分
が
都
市
公
園
と
な

る
。
二
つ
の
公
園
を
都
市

公
園
に
指
定
す
る
こ
と

で
、
年
間
５
０
８
万
円
程

度
が
普
通
交
付
税
の
対
象

に
な
る
。

　

道
の
駅
す
え
よ
し
の

農
産
物
直
売
所
・
飲
食
ス

ペ
ー
ス
の
増
築
の
内
容
は
。

　

直
売
コ
ー
ナ
ー
を
70

㎡
、
飲
食
コ
ー
ナ
ー
を
96

㎡
の
50
席
分
を
増
築
し
、

平
成
28
年
度
は
約
３
千
万

円
の
売
り
上
げ
増
を
見
込

み
、
今
後
も
更
な
る
売
り

上
げ
増
を
見
込
ん
で
い
る
。

　

道
の
駅
の
宅
配
サ
ー

ビ
ス
で
見
守
り
も
一
緒
に

行
う
の
は
無
理
が
あ
り
、

民
間
で
で
き
る
こ
と
は
民

間
に
お
願
い
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

　

現
在
登
録
者
が
少
な

く
、
大
隅
18
名
、
末
吉
11

名
、
財
部
２
名
の
厳
し
い

運
営
と
な
っ
て
い
る
。
今

後
、
関
係
課
と
協
議
を
重

ね
事
業
の
効
果
が
出
る
よ

う
努
力
す
る
。

　

大
川
原
峡
周
辺
公
園

整
備
事
業
計
画
作
成
は
。

　

大
川
原
峡
、
悠
久
の

森
、
桐
原
の
滝
、
溝
ノ
口

洞
穴
ま
で
の
観
光
地
を
今

後
ど
の
よ
う
に
整
備
し
て

い
く
の
か
を
市
で
基
本
計

画
を
作
成
し
、
専
門
業
者

10
社
に
提
案
し
て
も
ら

い
、
事
業
計
画
を
作
成
す

る
も
の
で
あ
る
。

　

新
地
公
園
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
場
建
設
工
事
は
、

平
成
27
年
度
か
ら
事
業
が

進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
残

り
約
２
７
０
０
㎡
の
用
地

買
収
の
見
通
し
と
用
地
買

収
が
で
き
な
い
場
合
、コ
ー

ス
の
見
直
し
が
あ
る
の
か
。

　

現
在
、
用
地
交
渉
し

て
お
り
、
引
き
続
き
計
画

ど
お
り
４
コ
ー
ス
を
整
備

で
き
る
よ
う
努
力
し
た
い
。

　

駐
車
場
予
定
地
を

含
め
た
用
地
が
購
入
で
き

る
ま
で
工
事
を
一
時
中
断

し
、
無
駄
な
経
費
を
支
出

し
な
い
よ
う
努
め
る
べ
き

で
あ
る
。

　

所
有
者
不
明
農
地
権

利
調
査
業
務
委
託
料
と
は

何
か
。

　

平
成
28
年
５
月
と
10

月
に
非
農
地
通
知
を
予
定

し
て
い
る
が
、
再
生
で
き

る
農
地
に
つ
い
て
は
意
向

調
査
を
す
る
必
要
が
あ
る

た
め
、
未
相
続
農
地
に
つ

い
て
相
続
人
を
調
査
す
る

も
の
で
あ
る
。

　

農
業
基
盤
整
備
促
進

事
業
は
国
の
補
助
事
業
で

あ
る
が
、
予
算
配
分
の
見

込
み
は
あ
る
の
か
。

　

平
成
27
年
度
よ
り
さ

ら
に
厳
し
い
状
況
に
な
る
。

☆
所
管
事
務
調
査

　

 （
調
査
事
項
）
鹿
児
島
県

大
隅
加
工
技
術
研
究
セ

ン
タ
ー
の
概
要
及
び
新

地
公
園
（
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
場
建
設
予
定
地
）

の
建
設
工
事
進
捗
状
況

に
つ
い
て

○
県
大
隅
加
工
技
術
研
究

セ
ン
タ
ー
は
、
素
材
提
供

型
の
農
業
か
ら
一
次
加
工

等
に
よ
る
高
付
加
価
値
型

農
業
の
展
開
を
図
る
た
め
、

平
成
27
年
４
月
に
鹿
屋
市

串
良
町
に
オ
ー
プ
ン
し
、

４
つ
の
実
験
・
実
証
施
設

を
備
え
た
施
設
で
あ
る
。

施
設
利
用
者
は
、
商
品
の

コ
ン
セ
プ
ト
を
考
え
、
加

工
品
の
試
作
・
研
究
・
開

発
・
販
路
拡
大
助
言
・
指

導
を
受
け
な
が
ら
行
う
こ

と
が
で
き
、
安
心
し
て
利

用
で
き
る
施
設
と
な
っ
て

い
た
。
こ
れ
ま
で
の
利
用

実
績
は
、
相
談
件
数
が
約

２
０
０
件
、
そ
の
う
ち
90

名
が
実
際
に
施
設
を
利
用

さ
れ
、
３
品
目
が
製
品
化

さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。　

委
員
よ
り
、
農
家

や
企
業
な
ど
に
幅
広
く
情

報
発
信
さ
れ
、
施
設
の
利

用
促
進
に
努
め
、
将
来
的

に
は
曽
於
市
の
特
産
品
を

開
発
す
る
な
ど
、
地
域
に

貢
献
す
る
加
工
施
設
と
し

て
利
用
す
べ
き
で
あ
る
。

○
新
地
公
園
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
場
建
設
は
、
現

在
、
立
木
の
伐
採
や
抜
根

作
業
が
進
ん
で
い
る
状
況

で
あ
る
。

　

建
設
工
事
に
つ
い

て
は
、
安
全
管
理
体
制
の

整
備
や
、
事
故
防
止
の
徹

底
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
駐
車
場
に
つ
い
て

は
、
曽
於
市
民
プ
ー
ル
や
、

そ
お
生
き
い
き
健
康
セ
ン

タ
ー
の
利
用
者
も
多
く
、

☆ 

平
成
27
年
度
曽
於
市

一
般
会
計
補
正
予
算

（
所
管
分
）

増築予定の道の駅すえよし

☆ 

曽
於
市
都
市
公
園
条
例

の
一
部
改
正

☆ 

平
成
28
年
度
曽
於
市

一
般
会
計
予
算

　
（
所
管
分
）
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